




























4　Chamberlin （1962） p. 8.（邦訳，pp. 8-9）。






（generic product）」「期待された製品（expected product）」「拡大された製品（augmented 























6　Kotler （1991） 邦訳書，p. 413。
7 　Kotler （1980） 邦訳書。























































　さらに，製品を中心として企業等とユーザーを包含するコンセプトを，＜図 2. 2 製品の機能
＆ベネフィット・コンセプト⑵＞のように表現した。




































フィットを満たす製品の進歩・発展を＜図 2. 3 製品の進歩（涼を採る）＞の様に，「扇子」→
「扇風機」→「クーラー」→「エアコン」と捉え，これら 4種の製品に関する機能＆ベネフィッ
ト関係を考察して，その変遷を考察してみた。
＜図 2 . 3　製品の進歩（涼を採る）＞
　これら 4種の製品からユーザーが獲得できるベネフィットを抜き出し，前世代の製品と比較し
て「追加／創造されるベネフィット群」と，新世代の製品に移行するに際して「捨象／失われて































































































































































































トの関係を検討してみる。いくつものケースを考えうるが，ここでは＜図 3. 1 製品の進歩（暖
を採る）＞のように，「囲炉裏」→「火鉢」→「石油ストーブ」→「石油ファンヒータ」→「エア




































＜図 3 . 1　製品の進歩（暖を採る）＞
⑵　囲炉裏
　第１世代の「囲炉裏」についての機能＆ベネフィットは，＜図 3. 2 囲炉裏の機能＆ベネ
フィット＞のように分析できる。簡単の為に，作り手が創り込んだコア機能として「薪／木炭を
室内で安全に燃やせる」（Co）を，それに伴う付随機能として「煙が発生する」（At），「灰が残
る」（At）を挙げてみる。すると，コアベネフィットとしての「暖を採る 」（Co → Co）に加え，





































＜図 3 . 2　囲炉裏の機能＆ベネフィット＞
⑶　火鉢





















































































消火が楽」（Co → Ad）と共に，「着火時＆消火時に臭い／不快感」（At → At（－））や「換気が






































































































　前章において，「暖を採る」製品群の機能＆ベネフィットを分析してきたが，＜図 2. 4  「涼を



























































































　　   （Ad）（茅葺屋根等の）
　　　　     乾燥＆害虫駆除
　　　 （Cr）一家団欒・憩い
　　　  （Cr）あぶり出し等遊ぶ
　　　   （Cr）灰に絵を描き遊ぶ
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